
様式第16号の7(別紙）

通勤災害に関する事項

〔注意〕

1.eは、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定年月日及び時刻を、二の場

合には、後続するイの移動の終点たる就業の場所における就業開始の予定の年月日及び時刻を記載すること。

2．⑦は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を、ホの場合に

は、先行するロの移動の起点たる就業の場所における就業終了の年月日及び時刻を記載すること。

3．⑪は、災害時の通勤の種別がハの場合には、移動の起点たる就業の場所を離れた年月日及び時刻を記載すること。

4．②は、通常の通勤の経路を図示し、災害発生の場所及び災害の発生の日に住居又は就業の場所から災害発生の場所に至った

経路を朱線等を用いてわかりやすく記載するとともに、その他の事項についてもできるだけ詳細に記載すること。

④労働者の 氏 名

、
災害時の通勤の種別

(該当する紀号を記入）

ｲ． 住居から就業の場所への移動 ロ． 就藁の場所から住居への移動
ハ． 就業の場所から他の耽業の場所への移動
二． イに先行する住居間の移動 ホ． ロに後続する住居間の移動

⑧負傷又は発病の年月日及び時刻 年 月 日 午
前
後

時 分頃

e災害発生の場所

⑳鶴齋翰蕊勤の:別‘‘,、場 所
に麟当する

場合は移動の終点たる眈業の場所）

e艫轆繍犀翻‘轆螺響
に麟当する場合は記戟すること）

年 月 日 午
前
後

時 分頃

⑲寵欝認瀕§澱g蕊割
に麟当する場合は記範すること）

年 月 日 午
前
後 時 分頃

⑦蕊驚晶鯆晶I鰡蛎製
に砿当する場合は記戦すること）

年 月 日 午
前
後

時 分頃

⑪撒蕊藩繍M顎朋職潔
当する場合は記載すること ）

年 月 日 午
前
後

時 分頃

②緬灘鞠；
動の通常の経

路、方法及び所
要時間並びに災
害の発生の日に

住居又は就業の
場所から災害発
生の場所に至っ

た経路、 方法、

所要時間その他
の 状 況

(通常の移動の所要時間 時間 分）

⑲ 災害の原因及び
発生状況

(あ)どのような場所を
(い)どのような方法で移動している際に
(う)どのような物で又はどのような状況に
おいて

(え)どのようにして災害が発生したか
を簡朗に記紋すること

⑦現認者の
住 所

氏 名 電諾（ ） 一

、
転任の事実の有無（災

害的の通勤の租別が二

又はホに該当十る場合）
有 ． 無 ②

転任の直前の住
居に係る住所


